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述語文における成分と主述句

一日本語教育への文型の分類一

Sentence Elements and the “Subject -Predicate" Structure in Japanese: 
Classification of sentence patterns for Teaching J apanese 

津坂朋宏

TSUSAKA Tomohiro 

Abstract 

百lepurp'Ose 'Of白ispaper isωexamine sentence pa仕emsin Teaching Japanese as a F'Oreign Language. 

Classificati'On 'Of sentence elements c'Omp'Osing也ek'Ot'O f'Orm is different depending 'On也.eresearch町.

百lem'Ost remarkable difference is the c1assificati'On 'Of c'Omplements. C'Omplements in Japanese訂e

diffi田'ent企'OmEnglish， and江isan indispensable element.官邸 paperc1assi:fies elements c'Omp'Os血g也e

k'Ot'O f'Orm int'O subject， predicate， 'Object， c'Omplement and additive.百ispaper c'Onsiders “ga，"“凶，"“'0"

and “t'O" as c'Ompleme凶s.The pr'Oblem 'Of s'Orting 'Out也esubject企OID也ec'Omplement is caused by也e

d'Ouble-subject 'Or血esubject which appe訂 sm也el'Ocative case. Because of也efunc世onof “ga，"血is

paperuses血e“Subject園 Predicate"s仕ucture，and it perf'Orms as a predicate. Constituted in也.ekot'O form， 

血e“Subject-Predicate" structure is different丘'Omthe notion of“Theme -Explana世'On."

1 .コトの形を表す文型

この論文では、日本語の述語文構造を捉えるために、文の骨格である「コトの形」の文型を

分類する。コトの形を作る成分には、主語、述語、目的語、補語、付加語がある。これらの語

のほかに、主述関係にある語がまとまって、文の主語に対して述語となる「主述句」について

述べる。これらの成分を用いて、日本語の文型の 5分類を提示する。

2.先行研究

この論文については、寺村 (1982)、益岡 (1987)、菊地 (1995，2010a)、仁田(1997)、高橋・

他 (2005)、日本語記述文法研究会(編) (2010)が先行研究である。

2. 1 コトの形に現れる成分

「コトの形J1に現れる成分をどう分類するかは、研究者によって異なるo この節では、寺村
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(1982)、益岡 (1987)、高橋・他 (2005)、日本語記述文法研究会(編) (2010)から、コトの

形に現れる成分の分類と、その違いを見る。次の表 1は、先行研究における成分を、それぞれ

対応するように並べたものである。

表 1 コトの形に現れる成分の分類

---------- コトの形を作る成分 語を修飾する成分

寺村 (1982) 述三日五ロ 補語 連用修飾 連体修飾

二三〉くご二益岡 (1987) ミλオよぞニきロ五口 (主語) l補足語 付加語
' 

高橋・他 (2005) ミ」叶はぞニきロ五ロ 主語 |側面語 補語 状況語 修飾語 規定語

日本語記述文法研
述きロ五ロ 主語

究会(編) (2010) 
補語 状況語 修飾語 規定語 | 

一

コトの形には、「コトの形を作る成分」と「語を修飾する成分」が現れる。「述語Jは品詞に

よって名詞述語、形容詞述語、動詞述語に分かれる。語を修飾する成分は、用言(形容詞，動

詞)を修飾する「連用修飾」と、体言(名詞)を修飾する「連体修飾」に分かれる。益岡 (1987)

は、語を修飾する成分について述べていないが、高橋・他 (2005)と日本語記述文法研究会(編)

(2010)は、連用修飾の語を「修飾語」、連体修飾の語を「規定語Jと呼んでいる。

大きな違いがあるのは、寺村 (1982)の「補語」にあたるものである。補語は、高橋・他 (2005)

と日本語記述文法研究会(編)(2010)も用いている文法用語だが、それぞ、れ内容が異なってい

る。寺村 (1982)の補語は、仕手や主体、感情主といった「主語Jと呼べるものが含まれてい

る。補語は、無いと文が不完全に感じる「必須補語Jと、必須補語に準ずる「準必須補語」、無

くても文が不完全だと感じない「副次補語Jに分かれる。

益岡 (1987)は、文が静的な属性を表す「属性叙述」の場合に、主語を認めている。文が動

作を表す「事象叙述」の場合は、文の動作主を、述語を補う「補足語Jに含めている2。補足語

には、「名詞+格助詞Jに限らず、形容調の連用形による「連用語」と、引用の表現である「引

用語」が含まれている。益岡 (1987)は、述語を補う成分を「補足語Jとし、情報を加える成

分を「付加語Jとしている。次の(1)から、補足語と付加語をそれぞれ取り出している30

(1) 先日，太郎が花子と外国で密かに結婚した

(1)の「太郎がJと「花子と」は、必須成分である補足語としている。「先日Jr外国でJr密

かにJは、必須成分ではなく、述語「結婚する」に情報を加える付加語としている。「密かに」

のように、連用修飾に分類され得るものも、益岡 (1987)は付加語に含めている。
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高橋・他 (2005) と日本語記述文法研究会(編) (2010)は、動作を表す文に限らずに、主語

を認めている。述語が必要とする語を補語、状況を表す語を「状況語」としている。高橋・他

(2005) と日本語記述文法研究会(編) (2010)の状況語は、主に「時Jr場所」や「原因Jr目

的Jr場面Jr用件」といった情報を文に加えるものである。高橋・他 (2005) と日本語記述文

法研究会(編)(2010)の状況語は同じものと考えられるが、補語は同じではない。高橋 (2005)

の補語は、「対象Jrうごきがかかわる場所Jr状態や性質の対象Jr可能動作の対象Jr状態や性

質がなりたつための基準」を表すものとしている40 r対象」のうち「名詞+を」を「直接対象」

として、それ以外のものを「間接文七象j としている。間接対象には、「くっつくところJrとり

はずすところJrあいてJr材料Jr道具Jr態度の対象」などを挙げている50

高橋・他 (2005)の補語に対して、日本語記述文法研究会(編) (2010)の補語は、「直接補

語」と「間接補語」に分かれている6。直接補語は、ヴォイス的な手段によって主語となり得る

補語のことである。直接補語には、「受身化によって主語となるものJrw結婚する~ w愛しあう』

といった相互動詞に『名詞十と』の形で現れるものJr使役化によって使役文の主語となるもの」

が挙げられている7。間接補語は、その述語にとって必須成分で、あるもののうち、ヴォイス的な

手段によって主語に転換されない補語のことである。間接補語は、主に場所を表すものである。

日本語記述文法研究会(編)(2010)の補語は、この直接補語と間接補語の 2種類に分かれてい

る8。寺村 (1982)の補語と、益岡 (1987)の補足語と、高橋・他 (2005)の補語と、日本語記

述文法研究会(編) (2010)の補語は、異なるものである。

このほかに、高橋・他 (2005)が「一般的にまだ認められていないものj として、「側面語J

を挙げている。側面語は、「述語のあらわす属性が，主語のあらわすもののどの側面の属性であ

るかをあらわすために，文を拡大する文の成分Jr述語が性質や種類などをあらわすばあいには，

述語のあらわすものの上位概念をあらわすことがおおいが，述語が変化をあらわすばあいには，

主語とならんで変化の主体をあらわすJ9と説明している。側面語の例には、次のο)(3)(4)を挙

げている100 下線の付いたものが側面語である。

(2) ヤギは控室主おとなしい.

(3) 坊さんは年の ころ 50くらいだ、った.

(4) この会はようすがまえとだいぶかわってきた.

ここに挙げた成分以外に、文の主題について、 2. 3にて述べる。以上、先行研究が挙げて

いる成分のうち、コトの形を作るものと、語を修飾するものの分類を見た。特に研究ごとの補

語の違いに注目した。次の節では、文の構造に関する先行研究について述べる。
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2. 2 コトの形の構造

菊地 (201 Oa)と益岡 (1987)は、 2種類の文の構造があることを述べている。菊地 (2010a)

は、「花子が会長に花束を渡す」という動詞述語文を例にして、連文節の捉え方と、格関係、によ

る捉え方の違いを、次のように説明している110

(5) [花子が[会長に[花束を渡すJJJ

花子が¥

(6) 会長に一一 =>渡す

花束を----

(5)が連文節による捉え方、 (6)が格関係による捉え方だとして、記述されている。「花子が」

「会長にJi花束を」は、語順の入れ替えが可能である。そのため菊地 (2010a)は、動詞述語

文では(6)の格関係の捉え方のほうが適当だと述べている。 (6)の「が」は、ほかの格助詞と同じ

で格表示の役割をはたしている。

次の例文(7)と(9)の「が」は、格表示の役割をはたしているものではない。この場合は、 (8)

と(10)のように語順の入れ替えが難しし、12
0 (8)は許容度がかなり低い文であり、 (10)は非文であ

る。

(7) 花子が目がきれいだ。

(8) 目が花子がきれいだ。

(9) (A大学は)文学部が学生が出来がいい。

(10) * (A大学は)出来が学生が文学部がいい。

次の例文σ)と(9)のような文は、格関係による捉え方では、その構造をつかむことができない。

しかし、 (11)と(12)のように、連文節の捉え方を用いることで、正しくその構造をつかむことが

できると、菊池 (2010a)は述べている130

(11) [花子が[目がきれいだJJ

(12) [(A大学は) [文学部が[学生が[出来がいいJJJJ

菊地 (2010a)は、「が」の機能を、動詞性の述語(述語句)の「がJが持つ「格表示機能」

と、形容詞性・名詞性の述語(述語句)の「がJが持つ i2項連結機能」に分けている。菊地
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(2010a)は、 2種類の文構成原理を次のようにまとめている140

A. <格関係〉の論理で文を構成する

B. <格関係〉の論理にはよらず、「が」によってその前後を連結する

この菊地 (2010a)の2種類の文構成原理のように、日本語の文の構造が 2種類に分かれると

いう考えを、益岡 (1987)が述べている。益岡 (1987)は、文の種類を属性叙述と事象叙述に

分けた。基本的に、名詞と形容詞は属性叙述の述語、動詞は事象叙述の述語となる150

事象叙述は、菊地 (2010a)の例文を用いれば、 (6)の構造をしている。事象叙述に対して属

性叙述は、対象と、対象の属性を表す要素によって述べられるものである。属性叙述の命題(コ

トの形)における対象を表す要素が主語であり、その属性を表す要素が述語あるいは「述語句」

である。述語句とは、述語と補足語からなるものである。事象叙述の命題は「述語・補足語構

造」、属性叙述の命題は「主語・述語句構造Jとしている。属性叙述は、「がJではなく「は」

によって有題文になるのが一般的としている。

属性叙述の「その男が優しい(コト)Jという命題であれば、主語が名詞句の「その男が」で、

述語が「優しい」である。「山口先生が生徒にきびしい(コト)Jという命題であれば、主語が

名詞句の「山口先生が」で、述語句が「生徒にきびししリである。述語句は、述語「きびしい」

と、補足語「生徒にJによって構成されている。次の例文は、「山口先生が」が「山口先生は」

に主題化されたものである160

(13) 

名詞句

山口先生は

文

述語句

----------名詞匂

生徒に

述語

きびしい

次の例文(14)r日本はマラソンが強い」は、(13)と同じ属性叙述の文で、菊地 (2010a)が「二

重主語文」と呼ぶものである。述言吾句に含まれるのは補足語で、あって、主語は述語句に含まれ

ない。そのため、「マラソンが強しリを文中に現れた文としている。 (13)は、「名詞句ー述言吾句J

の関係で表しているが、二重主語文の(14)は、「名詞句ー文」の関係で表している170
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(14) 文

名詞句

日本は

文---------名詞句 述語句

マラソンが 述語

強し、

2. 3 主題

菊地 (1995) は、主題「はJ を伴う文を f~は』構文j と呼んで、いる。この「はJ 構文は、「基

本型Jと「非基本型」に分かれる。基本型は、述語の格成分がりま」によって主題化されたも

のである。動詞述語文の格成分が主題化したものは、「格対応型」の「はJ構文として基本型に

含まれる。動詞述語文の格成分の主題化以外では、 fXはYがZJの形の文のうち「象は鼻が

長い」のように、「象の鼻が長い」という fXのYがZJの関係にあるものと、「カキ料理は広

島が本場だ」のように、「広島がカキ料理の本場だ」という fyがXのZJの関係にあるもの

が、基本型に含まれている。従属節の格成分と、連体成分「名詞十の」が主題化したものは基

本型である。次の例文(15)(16)(17)は、コトの形を作る成分でなく、従属節の成分が主題化した

ものである180

(15) ([A画伯が描く]絵がよく売れる/雑だ。→)

A画伯は，描く絵がよく売れる/雑だ。

(16) ([ピカソがその絵を描いた]ことが判明した。→)

その絵は，ピカソが描いたことが判明した。

(17) ([Aさんの子供が描いた]絵が大臣賞をとったo →) 

Aさんは，子どもが描いた絵が大臣賞をとったo

格成分や連体成分、従属節の成分が主題化した基本型以外のものを、菊地 (1995)は、非基

本型と呼んだ19。非基本型に分類されたものの種類は多く、主題と主題以下の説明部分との意

味関係も多様である。非基本型の例を一部号開する200

(18) 酒は， 日本酒がいい。

(19) 車は，太郎が白くて，花子が赤い。

ο0) 操作は画面を直接押してください。
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。1) その眼は，俺を馬鹿にしてるな。

3.分析

日本語教育の教科書にある文を対象に、コトの形に現れる成分を調べる210 日本語には、主

題を持つ有題文と、主題を持たない無題文がある。有題文を「主題説明文J、無題文を「描写文J

とする。主題説明文は、文が「主題Jと「説明」の部分に分かれる。記述のない語は、文脈に

よって補われることがある。質問の答えとしてあるような、主題の隠れた文は、隠題文であり、

これも主題説明文である。隠題文には、主語、目的語、補語といった重要な語が記述されてい

ないことがある。分析の中でも、主語が記述されていないものは、隠題の主題説明文としてい

る。主題説明文が主題と説明によって構成されているのに対して、描写文は「描写jのみでで

きている。描写文は、描写の部分で、コトの形を作る成分が揃う。分析には、次の文法用語を用

し、る220

主語、述語、目的語、補語、付加語、(修飾語)

研究ごとに異なっていた補語を、この論文では、目的語と補語に分ける。コトの形を作る成

分のうち、主語、述語、目的語、補語以外のものを、益岡 (1987)の用語を用いて付加語とす

る。高橋・他 (2005) と日本語記述文法研究会(編) (2010)は、付加語でなく状況語としてい

たが、「時Ji所Ji場面Ji原因Jに限らず、様々な意味を持つ成分が含まれるため、付加語の

ほうが適当と判断した。まずは付加語の例を挙げる230

ο2) わたしは盆盟主豊ζ 起きます0

(23) わたしは峯底主且杢ここ来ました0

(24) わたしは盤-r:新聞を買います。

。5) わたしはパソコンで映画を見ます0

(26) 会議室にテーブルが Zつあります。

ο7) わたしは日本によ生います。

。8) 北海道は九州、|より 大きいです。

。9) わたしはよ主主夏がいちばん好きです。

(30) 金曜日までに出して ください。

(31) あしたから 旅行なんです。

(32) i源氏物語」は紫式部によって書かれました。

(時，時十に)

(相手+と，方向+へ)

(場所+で)

(手段+で)

(数量)

(期間)

(比較の相手+より)

(領域+で)

(期限+までに)

(起点+から)

(作者十によって)
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(33) 些墨-r: ピルが倒れ ま し た 。 ( 起 因 + で )

(34) 天気予報によると、あしたは寒く なるそうです。(根拠+によると)

(35) 神戸は大阪ほどにぎやかではありません。(比較の相手+ほど)

(36) この写真はパスポートの申請に使います。(目的+に)

(3η 道路工事のために，道が 込んでいます。(起因+のために)

主語と述語を中心にして、コトの形を作る成分を見ていく。名詞述語と形容詞述語の文は、

静的な事柄を表す。動詞述語の文は、動的な事柄を表す。しかし、「あるJrいる」、可能動詞、

知覚動詞といった、静的な事柄を表す動詞もある。静的な事柄の主語は「対象主」、動的な事柄

の主語は「動作主」である。対象主の文には、主語と述語の「同定関係」を表すものと、対象

主の「様態・状態」を表すものと、対象主の動作である「事象」を表すものがある。主語が動

作主の文は「意志動作」を表し、その述語は、自動詞と他動詞に分かれる。他動詞は、目的語

に「を」を用いる。次の例文からは、「語の層」と「文の部分の層」の分析を記していく。 (38)

は同定関係、 (39)は様態・状態、 (40)は知覚動詞による様態・状態、 (41)は事象、 (42)は自動詞

による意志動作、 (43)は他動詞による意志動作の例文である。

(38) わたしは マイク・ミラーです。

L主言吾_j L述語

←主題一→ ←説明

(39) 桜は きれいです。

」主語」 はZs語一一J

←主題→ ←説明一一→

(40) 山が はっきり見えます。

L主語」斗戯儒吾」はお←」

←描写

(41) 窓が 閉まっています。

」主語J L述語 l 

←描写

(42) わたしは

L主語一」

毎朝 6時に 起きます。

Lイ寸加語_j Lf寸加語」 噛 詩 」

←主題一→ ←説明
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L主語ー」
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本を 読みます。

L目的言苦_j 1述語ー」

←主題一→ ←説明

主語、述語、目的語に次いで、、補語も重要な成分である。「名詞+助詞」の形の補語のほかに、

無いと文の意味が通らなくなるものに、形容詞の連用形である連用語がある。益岡 (1987) の

副調的補足語を参考にして、補語に連用語と引用語を含める。形容詞述語に現れる補語の例に

は、次のものがある。

(44) わたしは

L主語J

1年で 夏が いちばん好きです。(例文29より再掲)

Lイ寸加言苦_j L補言吾_j L修飾語」 唯一語」

←主題一→ ←説明

(45) わたしは 車が ほしいです。

L、二乙ーきロ五ロ一一」 」補語」はZs詰

←主題一→ ←説明

(46) この靴は 山を歩くのに いいです。

L主 語 」 L補語 L述語一」

←主題一→ ←説明

(44)の述語「好きです」の補語は「夏が」である。 (45)の述語「ほしいです」の補語は「車が」

である。 (46)の述語「いし、です」の補語は「山を歩くのに」である。

このほかに、代名詞)に近い/遠いJ[" (名調)にやさしい/きびしいJ[" (名調)と 同

じ/違う」の「にj と「と」も、静的な述語に現れる補語である。

次に、動詞述語に現れる補語を見る。無意志動詞の自動詞のうち、状態を表す文に現れる補

語に、次のものがある。

日本語が 少し わかります。(47) わたしは

L主語一」 L補語_j 1イ戯儒吾J L述詰 l 

←主題一→ ←説明

(48) ミラーさんは 漢字を読むことが できます。

L主語 l 崎市語 リ述詩」

←主題 : ←説明
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(49) わたしは

L主語一」

日本語が 少し 話せます。

斗騎手_j Lイ隙儒吾_j L述語一」

←主題一→ ←説明

(50) わたしは

L主語一」

すき焼きを食べたことが あります。

崎市詰 l は主語ー」

←主題一→ ←説明

(47)から(50)までにある「が」は、補語である。 (47)の述語「わかりますJの補語は「日本語

がJ、(48)の述語「できます」の補語は「漢字を読むことが」、 (49)の述語「話せますJの補語は

「日本語がJ、(50)の述語「あります」の補語は「すき焼きを食べたことが」である。 (47)(48)(49)

は、補語が主語の能力の対象を表している。 (50)は、補語が主語の経験の内容を表している。

次の例文は、無意志動詞の自動詞のうち、「が」以外の補語の例文である。

(51) 東京ディズニーランドは 千葉県にあります。

L主詰 I L補語ー」噛告」

←主題 〉 ←説明

(52) 約束の時間に間に合わないかも しれません。

L補語 l はZs:詰 I (主語:記述なし)

←説明

土間
開

宮

司

3園、J とても 小さく なりました。

L修飾語J L補言否」噛詩一一」

←主題一一→ ←説明

(51)と(52)の補語は「に」で、 (53)の補語は連用語である。 σ1)は、補語「千葉県に」が主語

の存在する場所を表している。 (52)は、補語「約束の時間に」が述語の対象を表している。 (53)

は、連用語「小さく」が述語「なるj の様態を表している。

意志動詞の自動詞の補語には、次のものがある。補語として「にJ["をJ、連用語、引用語を

用いて、主語と述語の対象を表す。

(54) わたしは 家族に会いたいです。

L主語__j L補語」片Zs:詰 ! 

←主題一→ ←説明
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(55) あの交差点を 右へ 曲がると、

L補語 I Lf寸加詩J L述言苦_j (主語:記述なし)

←説明

左にあります。

L補語」はお苦_j (主語:銀行)

(56) 息子は 医者になりました。

L主語一」 L補語_j L述語

←主題一→ ←説明

(57) わたしは あした雨が降ると 思います。

L主語一」 L補語 は主語」

←主題一→ ←説明

(54)の補語「家族に」は、主語と述語の対象を表している。 (55)の自動詞「曲がる」に現れる

「をJは、場所や時間の経過域を表している。主語の記述がないが、 i(不特定の)人」が主語

だと考えられる。自動詞「あります」の「左に」は、場所を表す補語である。 (56)の述語「な

る」は、 (53)のように主語が無情主であれば、その対象となる物の変化を表すが、 (56)のように

主語が有情主であれば、意志の意味を帯びる。 (57)の述語「思いますJの内容となっている補

語は、引用語である。

最後に、他動詞の述語に現れる補語を見る240 他動詞の補語には、次のものがある。

(58) ズボンを短く してください。

L目的語_j L補語_j L述語 I (主語:相手)

←説明(働きかけ)

(59) わたしは

」主言吾」

小野さんにお土産をあげます。

L補詩ー_j L目的炉 l述語」

←主題一→ ←説明

(60) 子どものとき、 よく 母に しかられました。

Lイ寸加語 'Lf彦飾語J L補語」 片主語 I (主語:記述なし)

←説明
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(61) 娘に ピアノを習わせます。

L*南語1 L目的言吾_j L述語 1 (主語:記述なし)

←説明

(58)の補語は、形容詞の連用語である。連用語「短く」が述語「してくださいj の様態を表

している。 (58)の述語と連用語の結び付きは強く、この連用語は欠かすことができない成分で

ある。 (59)の補語「小野さんに」は、授受表現の間接対象である。 (60)の補語「母に」は受身の

対象、 (61)の補語「娘に」は使役の対象である。以上、文型ごとに現れる補語を見た。

最後に、「主語ー主述句」の構造について述べる。菊地 (2010a)から引用した例文(7)i花子

が目がきれいだ」は、「がJが格表示の役割をはたしていないもので、語順の入れ替えが難しい

もので、あったo しかし、「がJを「は」にして、「花子は目はきれいだJとすると、「が」よりも

語.)1頂の入れ替えが自然にできる。例文(9)i (A大学は)文学部が学生が出来がいしリも、「が」

を「はJにすると、語順を入れ替えても文としていくらか許容できるものになる。

(62) 目が花子がきれいだ。

(63) 目は花子はきれいだ。

(64) 唱 (A大学は)出来が学生が文学部がいし、。

(65) (A大学は)出来は学生は文学部はいい。

(例文8より再掲)

(例文 10より再掲)

二つ目以降に現れる「は」は、対比の意味を帯びる250 実際には、 (65)のような文は現れにく

いが、連続した「が」と比較して、連続した「は」は、語順の入れ替えが可能である。「が」は

「は」よりも、後援する成分と主述関係の結び付きが強い。

益岡 (1987)の二重主語文を表した例文(14)は、主語の「名詞句Jと、主語と述語句からな

る「文」を結ぶ関係を表していた。この論文では、主述関係にある語がまとまって、文の述語

となるものを「主述句」と呼ぶことにする260主語と主述句によって、一つのコトの形となる。

主述句は、述語と補足語からなる益岡 (1987)の述語句と異なるものである。高橋・他 (2005)

の側面語は、主述句内の主語である。以下に、「主語ー主述句」の構造にある例文を挙げる。

(66) 大阪は 食べ物がおいしいです。

l~j 
L主語一_j L述語 l 

L主述句

←主題一→ ←説明
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(67) 毎日運動したほうが いいです。

L主言口 L述 語」

L主述句 (主語:記述なし)

←説明

(68) 駅の前に大きいスーパーができましたo

l+~ 明 l 噛←」
主ロロ_j L主述句

←描写

(69) 会議室には 李さんしかいません。

」|L主語__j L述語」

L主述句

←主題一一→ ←説明

(70) 北海道旅行なら、

」 |
←主題

6月がいいです。

L主言苦_j L述言ト」

し主述句 | 

←説明

(66)は「食べ物がおいしいです」が主述句である。 (66)は、菊地 (1995)の iXのYがZJの

形の文で、「大阪の食べ物がおいしい」としづ関係にある。 (67)は「毎日運動したほうがいいで

す」の全体が主述句であるが、「誰(何)にとって」を表す主語の記述がない。 (68)は「位格主

語」と呼ばれる文である。「大きいスーパーがで、きましたJが主述句で、「駅の前に」が主語と

捉えられる。「大きいスーパーが駅の前にできました」であれば、「駅の前に」は位置を表す補

語となる。位置の補語を主語の前にした(68)に、「駅の前に-大きいスーパーがで、きました」と

いう主述関係を認めるのであれば、位格主語も「主語ー主述句」の構造といえる。 (68)と同様

に、 (69)も「李さんしかいません」が主述句で、「会議室には」が主語となる。 (70)は、「ならJ

が主題を表していて、コトの形は i6月の北海道旅行がいしリという iyのXがZJの形をし

ている。

4. まとめ

以上、資料にある文を分析して、コトの形に現れる成分を見てきた。ここに「文型の 5分類」

を表にしたものと、この論文での文法用語のまとめを記す。
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¥ 
1 

一

2 

一

3 

4 

一

5 

表2 文型の 5分類

二→巳一三ロ五ロ 述語の性格 コトの形の主な成分 目的語，補語 述語の種類等

対

象

主

動

作

主

同定

>く主語-述語 名詞
関係

静
主語-述語 形容詞，いる・

的 状態
ある，可能動詞，主語ー補語‘述語 補語:が，に，と

-様態
知 覚 動 詞 等主語ー主述匂

主語ー述語
事象 補語:に，連用語 自動詞(無意志)

主語-補語-述語

主語ー述語 補語:に，を，連
動 自動調(意志)

主語ー補語ー述語 用語，引用語

的 意志

動作
主語ー目的語ー述語 目的語:を

主語-目的語-補語-述語 補語:に，連用語， 他動詞

主語ー補語ー目的語ー述語 引用語

目的語:Iを」を用いて、主語と述語(他動詞)の対象を表す。

補語:IがJIにJIとJIを」、連用語、引用語を用いて、主語と述語の対象を表す。

主述句:主述関係にある語からなるもので、文の主語に対する述語となる。

この論文では、コトの形における文型の分類を行なったo 補語と付加語の分類と、主語と補

語の分類が課題で、あったo 補語と付加語の分類は、何が重要な成分で、、何が副次的な成分とす

るかの判断による。しかし、必須成分と呼ばれるものも、記述されないことがあり、それが省

略されたものなのか、元々無いものなのか、判断が難しい。この論文では、まず他動詞の「を」

を重要な成分として取り出して、これを目的語とし、ほかの重要な成分を補語とした。先行研

究では、「がJIをJIに」だけでなく、「とJIから」も必須成分として捉えていた。日本語記述

文法研究会(編) (2010)は、モダリティとヴォイスの観点から、主語と補語の定義を設けた。

「文の主体や動作主となるものJとしか説明され得なかった主語に、新たな定義を設けたこと

に意義があるが、ヴォイス転換によって現れる「からJや、移動の起点を表す「からj を、必

須成分とするかどうかは、判断が難しい。相互動詞の「結婚する」は、「とJがなくても、文と

して意味が通っていることがある。この論文では、「同じJI違う」などの、「に」に近い「と」

を補語としたが、動的な述語の重要な成分には「からJと「と」を含めず、付加語とした。

主語と補語の分類は、二重主語や位格主語と呼ばれる文で問題となる。この構造を捉える手
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段として、「主語-主述句」の構造を設けた。「主語-主述句」の構造の文は、対象主を主語に

して、様態や状態を表すものである。「主語-主述句」は、「主題ー説明」の関係と同等である

ことが多い。しかし、「主語ー主述句」は、コトの形に現れるものである。

注

1三上章が考えた文の骨格となる形のことを、ここでは「コトの形」と呼んで、いる。

2益岡 (2000)では、事象叙述の場合でも、動作主が主題となったものは主語だ、と述べているo

3益岡 (1987)より、 82ページの例文(1)を引用した。

4 高橋・他 (2005) より、 9~11 ページを参考にした。

5上掲注4、10ページを参考にした。

6直接補語と間接補語は、仁田 (1997)にも記述がある。

7 日本語記述文法研究会(編) (2010) より、 60~61 ページを参考にして筆者がまとめた。
8高橋・他 (2005)の間接対象に分類されていた「あいてJ1材料J1道具J1態度の対象Jが、

日本語記述文法研究会(編)(2010)と仁田(1997)でどう分類されるのか、読み取れなかったo

9 上掲注4、ともに 16ページから引用した。

10上掲注4、16ページ、 12. 8.側面語Jの例文ア)，イ)，ウ)を原文のまま引用した。

11菊地 (2010a)より、例文(16)，(17)を原文のまま引用した。

12上掲注目、例文(21)，ο1')， (25)，ο5')を引用した。

l3上掲注目、例文(27)，ο8)を原文のまま引用した。

14上掲注 11、117ページより引用した。

15益岡 (1987)は、叙述の類型と述語の品詞を完全に対応させてはいない。例えば、名詞述語

の「吹雪きだ、ったJ1丸焼けだ、った」を事象の述語、動詞述語の「あるJ1できるJ1あたるJを

属性の述語としている。

16上掲注3、44ページの例文(22)を引用した。

17上掲注3、54ページの例文(75)を引用した。

18菊地 (1995)より、例文(19)，(20)， (21)を引用した。引用元は改行なし。下線等の記号は原

文のまま。

19菊地 (1995)は、非基本型に次のものを挙げている。〈包含型〉の「は」構文(選び出し型、

同定型、(包含ー)状況説明型、細分並立型、その他)、〈変種型〉の「はJ構文、特定類型の((超

格的/破格的〉な) 1は」構文(内容説明型、方法説明型、(非包含ー)状況説明型)、〈結果・

展開型) (結果・展開型(一般的)、結果・展開型(個別的，因果型)、結果・展開型(個別的，

展開型)、背景角勃庁型、作品・結果の，内容・経緯説明型、〈解析/批評型〉系(コピュラ文、

(y=場所/時間/数量〉の IXはYだ」文、〈選び出し〉の IXはYだ」文、いわゆる‘ウ

ナギ文'、分裂文)。後述する 13.分析」には、この非基本型にあたるものはなかったo

20上掲注目、例文(23)，(64)， (70)， (84)を引用した。本文の例文(18)は〈包括型〉の「は」構

文、 (19)は〈変種型〉の「は」構文、 (20)は〈特定類型〉のうち〈方法説明型〉の「はJ構文、

(21)は〈特定類型〉のうち〈背景解析型〉の「はJ構文である。

21次の例文は『みんなの日本語初級 1・ n 第 2版本冊~ (スリーエーネットワーク)か

ら引用したものである。 ο2)は4課、 ο3)は5課、 ο4)は6課、 ο5)は7課、 (26)は11課、。7)
は11課、 (28)は12課、 ο9)と(44)は12課、 (30)は17課、 (31)は26課、 (32)は37課(第 1版、
引用元では「に+よって」の扱い)、 (33)は39課、 (34)は47課(引用元では「に+よると」の

扱い)、 (38)は1課、 (39)は8課、 (40)は27課、 (41)は29課、 (42)は4課、 (43)は6課、 (45)は13
課、 (46)は42課、 (47)は9課、 (48)は18課、 (49)は27課、 (51)は10課、 (52)は32課、 (54)は13
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課、 (55)は23課、 (57)は21課、 σ8)は44課、 (60)は37課、 (61)は48課、 (66)は16課、 (67)は
32 課、 (68)は 27 課、 (70)は 35 課。次の例文は『新版中日交流標準日本語初級上・下~ (人

民教育出版社・光村図書出版株式会社)から引用したものである。 (35)は12課、 (36)は36課、
σ7)は39課、 (50)は21課、 (53)は18課、 (56)は18課、 (59)は8課、 (69)は35課。下線と説明、

分析は筆者による。語を区切るスペースは、引用元を参考にしつつ適時用いたo

22修飾語は、連用修飾の成分のことである。連体修飾の成分は、語の一部分としているため、

分析の中では記述していない。

23次のような形式名詞を持つ節も、役割は付加語に近い。「先生が 言った とおりに、書き

ます。(対応する事柄+とおりに、 34課)Jrごはんを食べた あとで、歯を磨きます。(場

面+あとで、 34課)J r速く 泳げる ように、毎日 練習しています。(状態+ように、 36課)J 

「将来 自分の庖を持つために、貯金しています(目的+ために、 42課)Jなど。『みんな

の日本語初級 1・ II 第2版本冊~ (スリーェーネットワーク)より。

24 r他動詞+たい」と受身の文では、目的語と補語のどちらも現れることができる。「すしを

食べたい」仲「すしが食べたい」、「足を踏まれたJ仲「足が踏まれた」。受身の文が、状

態を表すのか、動作を表すのかは、まだ判断ができていなし、。

25 rは」には、係助詞の主題とするか副助詞の対比とするかの問題がある。「なら」に置き換

えられるものは主題、置き換えられないものは対比と、分けられるのではないかと考えているo

M 筆者の主述句と提え方が近いものに、杉本 (1986)が生成文法の立場から述べた、二重主格

構文の「文述語」がある。
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